
③層の下部

火山灰 約9.5万年前、OSL
10.9±0.3万年前

火山灰 約5.8万年前、
OSL 5.7±0.4万年前

火山灰 約12.7万年前、
OSL 12.6±0.5万年前

不整合面
（③層の上部堆積後の削り込み）

土壌化部

OSL 13.3±0.9万年前より古い
（北西法面③層の上部に対応する

原電道路ピットでの試料分析）

③層の上部

③層の下部に
変位･変形

⑤層上部

⑥層

⑦層

⑤層下部

西← →東

（Ｋ断層より西側が
持ち上がっている）

Ｋ断層は後期更新世以降
の活動はない。

後期更新世以降
（12万～13万年前
以降）

中期更新世以前
（13万年前以前）

Ｋ断層の最後の活動時期
（Ｋ断層の活動は、③層
の上部には及んでいない）

補正申請にて、当社は、K断層の活動性について、上載地層法、OSL分析手法などから、
後期更新世以降の活動はないと評価しました。

Ｄ－１トレンチ北西法面
（断面イメージ）

注）堆積層中で分岐しているＫ断層、詳細な地質観察により細分化している③層については、簡略化して記載。
③層と⑤層の間の不整合面を「④」としていたが、地層区分ではないので欠番としている。

※原電道路ピット・ふげん道路ピットでも、
同様の評価結果が得られている。

OSL:堆積物中の鉱物が自然
放射線から受けた痕跡から地層
の年代を測定する方法

Ｋ断層の活動性評価（原電）



地層の堆積年代について、地形、堆積物の性状・層相、テフラや花粉、 OSL年代測定などの
各種分析結果など、さまざまな観点や各データを総合的に考慮した上で年代を評価しました。

約12〜
13万年前

テフラ，花粉，OSLの結果がほぼ一致

テフラ，OSLの結果がほぼ一致

いずれも⑤層下部よりも古い年代を⽰す

テフラ，花粉，OSLの結果がほぼ一致

D-1トレンチの堆積年代の評価（原電）

約12〜
13万年前
より古い

約10万年前

※堆積物の層相の違いは，堆積
した時代環境の違いを表す。
⑤層下部︓シルト質砂礫主体
③層︓砂礫主体

※


